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第１章 調査概要 
 

１ 調査目的 

本調査は、令和７年度から11年度までの５か年度を計画期間とする「第三期中央区子ども・子育て

支援事業計画」の策定を令和６年度に予定しており、区民の子育てニーズや確保を図るべき教育・保

育施設・子育て支援サービスの量の見込みなどの算定の基礎となる資料を収集するため実施する。 

２ 調査対象 

調査名 調査対象 

調査

① 

子育て支援に関するニーズ調査 

(就学前児童保護者調査) 

就学前児童を持つ保護者、5,262 人 

(調査時０～５歳人口の約 50％) 

調査

② 

子育て支援に関するニーズ調査 

(小学校児童保護者調査) 

小学校児童を持つ保護者、4,887 人 

(調査時６～11 歳人口の約 50％) 

 

３ 調査方法 

郵送配布－郵送回収・インターネット回答（督促礼状１回送付） 

４ 調査時期 

令和５（2023）年 10 月 30 日（月）～11 月 24 日（金） 

５ 回収数（回収率） 

調査名 
発送数 

（票） 

回収・回答数 

（率） 

内訳 

郵送 

回収数（率） 

インターネット 

回答数（率） 

調査

① 

子育て支援に関するニーズ調査 

(就学前児童保護者調査) 
5,262 

2,384 

（45.3％） 

979 

（18.6％） 

1,405 

（26.7％） 

調査

② 

子育て支援に関するニーズ調査 

(小学校児童保護者調査) 
4,887 

2,130 

（43.6％） 

920 

（18.8％） 

1,210 

（24.8％） 
 

６ 調査結果の見方 

・ 回答は、それぞれの質問の回答者数を基数とした百分率（％）で示している。それぞれの質問の回

答者数は、全体の場合はＮ（Number of case）、それ以外の場合にはｎと表記している。 

・ ％は小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までを表記している。従って、回答の合計

が必ずしも 100.0％にならない場合（例えば 99.9％、100.1％）がある。 

・ 回答者が２つ以上回答することのできる質問（複数回答）については、％の合計は 100％にならな

いことがある。 

・ 本文及びグラフ中の設問文ならびに選択肢の表現は一部省略されている。 
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第２章 調査結果 
 

Ⅰ 就学前児童保護者調査 

１ お子さんとご家族の状況 

（１）回答者 
 

回答者は、「母親」が 84.2%、「父親」が 15.0%となっている。 
 

回答者（全体） 

 

 

 

 

 

 

（２）あて名の子どもの年齢 
 

あて名の子どもの年齢は、平均 2.4 歳となっている。 

 

子どもの年齢（全体） 

 

 

 

 

 

 

（３）子育てを主に行っている人 
 

子育てを主に行っている人は、「主に母親（63.7％）」が最も高く、「父親・母親とも同じくらい

（34.9％）」が続いている。 

平成 30 年調査と比較すると、令和５年調査では「主に母親（74.6％→63.7％）」の割合が低くな

り、「父親・母親とも同じくらい（24.0％→34.9％）」の割合が高くなっている。 

 

子育てを主に行っている人（全体）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

主に母親

63.7 

74.6 

主に父親

0.7 

0.3 

父親・母親とも

同じくらい

34.9 

24.0 

主に祖父母

0.2 

0.1 

その他

0.2 

0.2 

無回答

0.3 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年

(N=2,384)

平成30年

(N=2,970)

０歳

17.5 

１歳

16.8 

２歳

17.2 

３歳

16.4 

４歳

15.9 

５歳

15.5 

無回答

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,384)

母親

84.2 

父親

15.0 

その他

0.4 

無回答

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,384)
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２ 子どもの育ちをめぐる環境 

（１）子育てに関しての悩みや気になること 
 

子育てに関しての悩みや気になることは、「住居が狭い（51.8％）」が最も高く、「急な時に頼れる人

がいない（41.3％）」、「子育てに出費がかさむ（40.3％）」が続いている。 

平成 30 年調査は回答が３つまでという制限を設けているが、「子どもの教育に関すること」が最も

高く、令和５年調査で最も高かった「住居が狭い」は５位となっている。 

 

子育てに関しての悩みや気になること（全体）：複数回答【経年比較（平成３０年は３つまで〇）】 

【令和５年調査】           【平成３０年調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.5

39.2

30.7

3.5

6.3

16.2

28.4

8.4

32.4

25.4

5.8

12.6

38.7

19.1

7.3

37.3

18.9

3.0

40.3

51.8

14.9

9.6

4.2

23.1

41.3

2.3

2.9

1.1

0 20 40 60

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

子どもの性格や癖が心配である

子どもが病気がちである

育児の方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信がもてないこと

子どもとの時間を十分に取れないこと

子育てについて話し相手や相談相手がいないこと

自分のやりたいことが十分にできないこと

子どもを叱りすぎているような気がすること

子育てのストレスがたまって手を上げたり、無視してしまうこと

地域の子育て支援サービスの内容や

利用・申し込み方法がよくわからないこと

子育てによる身体の疲れが大きい

仕事が十分にできない

子育てに追われ、社会から孤立するように感じる

子どもの教育に関すること

子どもの友達つきあいに関すること

登園拒否などの問題について

子育てに出費がかさむ

住居が狭い

子育てに関しての配偶者・パートナーの協力が少ないこと

子育てに関して配偶者・パートナーと意見が合わないこと

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場など

周囲のみる目が気になる

配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

急な時に頼れる人がいない

その他

特になし

無回答

令和５年(N=2,384)

（%）

13.1

18.0

16.7

0.9

2.3

4.9

12.2

0.6

8.2

15.9

2.3

1.9

13.4

5.0

2.2

21.0

7.3

0.6

7.0

13.9

6.5

2.0

0.6

5.8

11.6

2.2

5.7

15.6

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

平成30年(N=2,970)

（%）

※平成30年は「３つまで○」
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（２）子育てに関して気軽に相談できる人や場所 
 

子育てに関して気軽に相談できる人や場所は、「配偶者（83.6％）」が最も高く、「祖父母・兄弟等の

親族（63.6％）」、「友人や知人（53.1％）」が続いている。「相談相手がいない」は1.1％となっている。 

平成 30 年調査においても、上位の項目は同様となっている。 

 

子育てに関して気軽に相談できる人や場所（全体）：複数回答【経年比較】 

【令和５年調査】                         【平成 30 年調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

83.6

63.6

53.1

5.2

16.4

27.4

31.7

0.2

0.3

1.8

10.8

2.7

2.3

6.0

0.2

0.3

0.1

0.2

0.1

0.1

2.4

1.8

1.1

0.3

0.5

0.3

0 20 40 60 80 100

配偶者

祖父母・兄弟等の親族

友人や知人

近所の人

職場の人

保育所・幼稚園等の他の保護者

幼稚園の園長・副園長・担任、保育所・

認定こども園の園長または保育士

民生・児童委員

区役所のひとり親家庭相談・女性相談・家庭相談

保健所・保健センター等の保健師

かかりつけの医師、看護師

子ども家庭支援センター きらら中央

子ども発達支援センター ゆりのき

児童館

福祉センター

教育センター

社会福祉協議会（地域福祉コーディネーター）

児童相談所

子育て支援を行うＮＰＯ等

子どもほっとライン

インターネット上で相談する

その他

相談相手がいない

相談する機関がわからない

相談することがない

無回答

令和５年(N=2,384)

（%）

85.4

70.1

66.3

6.7

30.2

9.5

29.0

0.2

3.6

14.2

5.1

1.7

8.3

0.7

0.1

0.0

0.3

2.6

1.1

0.5

0 20 40 60 80 100

配偶者

祖父母・兄弟等の親族

友人や知人

近所の人

保育所・幼稚園等の他の保護者

幼稚園の園長・副園長・担任

保育所・認定こども園の園長または保育士

民生・児童委員

保健所・保健センター等の保健師

かかりつけの医師

子ども家庭支援センター きらら

子ども発達支援センター ゆりのき

児童館

福祉センター

教育センター

子育て支援を行うＮＰＯ等

子どもほっとライン

その他

いない（ない）

無回答

平成30年(N=2,970)

（%）
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（３）子どもを保護者に代わってみてくれる親族・知人の有無 
 

子どもを保護者に代わってみてくれる親族・知人の有無は、「緊急時または用事の際には祖父母・兄

弟等の親族にみてもらえる（53.2％）」が５割台であり、「日常的に祖父母・兄弟等の親族にみてもらえ

る（9.4％）」、「緊急時または用事の際には友人・知人にみてもらえる（6.6％）」は１割以下となってい

る。また、「いずれもいない」は 35.3％となっている。 

平成 30 年調査と比較すると、令和５年調査では「いずれもいない（28.7％→35.3％）」の割合が

高くなっている。 

 

子どもを保護者に代わってみてくれる親族・知人の有無（全体）：複数回答【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

３ 保護者の就労状況 

（1）母親の現在の就労状況 
 

母親の現在の就労状況は、「フルタイム就労（67.2％）」が６割台で最も高く、「現在は就労していな

い（18.7％）」が続いている。 

平成 30 年調査と比較すると、令和５年調査では「フルタイム就労（57.0％→67.2％）」の割合が高

くなり、「現在は就労していない（28.9％→18.7％）」の割合が低くなっている。 

 

母親の現在の就労状況（全体）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フルタイム就労

67.2 

57.0 

パートタイム就労

月当たり120時間以上

4.6 

4.0 

パートタイム就労

月当たり48時間以上

120時間未満

6.0 

5.7 

パートタイム就労

月当たり48時間未満

2.9 

3.4 

現在は就労

していない

18.7 

28.9 

無回答

0.6 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年

(N=2,384)

平成30年

(n=2,942)

※フルタイム就労、パートタイム就労ともに育休・介護休業中も含む

9.4

53.2

0.4

6.6

35.3

0.4

8.6

60.5

0.8

8.8

28.7

0.4

0 20 40 60 80

日常的に祖父母・兄弟等の親族にみてもらえる

緊急時または用事の際には

祖父母・兄弟等の親族にみてもらえる

日常的に友人・知人にみてもらえる

緊急時または用事の際には

友人・知人にみてもらえる

いずれもいない

無回答
令和５年(N=2,384)

平成30年(N=2,970)

（%）
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（２）父親の現在の就労状況 
 

父親の現在の就労状況は、「フルタイム就労（97.0％）」で最も高くなっている。 

平成 30 年調査と同様の傾向である。 

 

父親の現在の就労状況（全体）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）母親・父親の１週間当たりの在宅勤務日数 
 

就労している母親の１週間当たりの在宅勤務日数は、「０日（45.2％）」が４割台であり、「７日

（12.4％）」と「２日（12.3％）」が１割を超えている。平均は 1.7 日である。 

就労している父親の１週間当たりの在宅勤務日数は、「０日（54.2％）」が過半数であり、「１日

（9.9％）」、「７日（9.8％）」の順となっている。平均は 1.4 日である。 

 

母親・父親の１週間当たりの在宅勤務日数（全体） 

＜就労している人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０日

45.2 

54.2 

１日

9.3 

9.9 

２日

12.3 

9.2 

３日

9.5 

6.8 

４日

7.1 

5.4 

５日

12.4 

9.8 

６日

0.5 

1.1 

７日

1.1 

1.3 

無回答

2.5 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

(n=1,923)

父親

(n=2,336)

フルタイム就労

97.0 

97.7 

パートタイム就労

月当たり120時間以上

0.8 

0.7 

パートタイム就労

月当たり48時間以上

120時間未満

0.2 

0.1 

パートタイム就労

月当たり48時間未満

0.0 

0.1 

現在は就労

していない

0.3 

0.3 

無回答

1.7 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年

(N=2,384)

平成30年

(n=2,874)

※フルタイム就労、パートタイム就労ともに育休・介護休業中も含む
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４ 平日の定期的な施設・事業の利用状況 

（1）幼稚園や保育所などの施設・事業の定期的利用の有無 
 

幼稚園や保育所などの施設・事業の定期的利用の有無は、「利用している」が 80.5％となってい

る。 

平成 30 年調査と比較すると、令和５年調査では「利用している（76.6％→80.5％）」の割合が高

くなっている。 

 

幼稚園や保育所などの施設・事業の定期的利用の有無（全体）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用している

80.5 

76.6 

利用していない

19.5 

21.0 

無回答

0.0 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年

(N=2,384)

平成30年

(N=2,970)
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（２）定期的に利用している施設・事業 
 

定期的に利用している施設・事業は、「私立認可保育所（36.2％）」が最も高く、「区立認可保育所

（27.1％）」、「区立幼稚園（通常の教育時間の利用）（11.5％）」が続いている。 

 

定期的に利用している施設・事業（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.5

1.1

2.0

0.9

27.1

36.2

1.0

4.5

4.6

0.4

0.4

0.1

0.2

0.1

6.9

1.7

1.0

0.3

0 20 40 60

区立幼稚園（通常の教育時間の利用）

区立幼稚園

（通常の教育時間の利用 ＋ 日常的な預かり保育）

私立幼稚園または中央区立以外の公立幼稚園

（通常の教育時間の利用）

私立幼稚園または中央区立以外の公立幼稚園

（通常の教育時間の利用 ＋ 日常的な預かり保育）

区立認可保育所

私立認可保育所

認定こども園（短時間保育）

認定こども園（長時間保育）

認証保育所

事業所内保育施設（区で認可されているもの）

小規模保育事業所

居宅訪問型保育事業（障害児向け）

居宅訪問型保育事業（待機児童向け）

期間限定型保育事業

認可外保育施設

企業主導型保育事業

その他

無回答

全体(n=1,919)

（%）



 

9 

（３）定期的に利用している施設・事業に加えて利用している事業 
 

定期的に施設・事業を利用している人に、定期的利用の施設・事業に加えて利用している事業の有

無をたずねたところ、「特になし（86.8％）」が８割台であり、利用している事業では「ベビーシッター利

用支援事業（一時預かり利用支援）（5.3％）」が最も高く、「区の事業以外の民間の保育サービス（ベビ

ーシッター等）（3.3％）」、「子ども家庭支援センターなどの一時預かり保育（2.8％）」が続いている。 

 

定期的利用の施設・事業に加えて利用している事業の有無（全体）：複数回答 

<定期的に施設・事業を利用している人> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）定期的に施設・事業を利用していない理由 
 

定期的に施設・事業を利用していない人に、定期的に施設・事業を利用していない理由をたずねた

ところ、「母親または父親がみている（82.6％）」が最も高く、「子どもがまだ小さいため（38.1％）」、

「利用したいが、施設・事業に空きがない（15.5％）」が続いている。 

 

定期的に施設・事業を利用していない理由（全体）：複数回答 

<定期的に施設・事業を利用している人> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

82.6

4.7

0.0

15.5

7.1

1.3

4.9

38.1

6.5

1.9

0 20 40 60 80 100

母親または父親がみている

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、施設・事業に空きがない

利用したいが、経済的な理由で利用できない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

利用したいが、質や場所など納得できる施設・事業がない

子どもがまだ小さいため

その他

無回答 全体(n=465)

（%）

2.8

0.7

5.3

3.3

1.6

86.8

1.6

0 20 40 60 80 100

子ども家庭支援センターなどの一時預かり保育

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター利用支援事業（一時預かり利用支援）

区の事業以外の民間の保育サービス（ベビーシッター等）

その他

特になし

無回答
全体(n=1,919)

（%）
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（５）定期的に利用したい施設・事業（０～５歳の各歳別） 
 

定期的に利用したい施設・事業は、０歳では、「保護者が子どもを見られるため、利用を希望しない

（41.5％）」が最も高く、「区立認可保育所（27.7％）」、「ベビーシッター（12.3％）」が続いている。 

１歳では、「区立認可保育所（33.4％）」が最も高く、「私立認可保育所（22.8％）」、「保護者が子ど

もを見られるため、利用を希望しない（14.0％）」が続いている。 

２歳では、「区立認可保育所（35.2％）」が最も高く、「私立認可保育所（23.7％）」、「認定こども園

（長時間保育）（11.0％）」が続いている。 

３歳では、「区立認可保育所（25.9％）」が最も高く、「私立認可保育所（24.0％）」、「認定こども園

（長時間保育）（11.5％）」が続いている。 

４歳では、「区立認可保育所（24.6％）」が最も高く、「私立認可保育所（23.3％）」、「区立幼稚園（通

常の教育時間の利用＋日常的な預かり保育）（12.6％）」、「認定こども園（長時間保育）（12.6％）」が

続いている。 

５歳では、「区立認可保育所（24.5％）」が最も高く、「私立認可保育所（23.3％）」、「区立幼稚園（通

常の教育時間の利用＋日常的な預かり保育）（13.2％）」が続いている。 

なお、保育所・事業・施設、認定こども園（長時間）、ベビーシッター等を希望する割合は、0 歳で

55.4％、1 歳で 80.6％、２歳で 83.6％、3 歳で 68.9％、4 歳で 68.4％、5 歳で 67.8％となっ

ている。一方、幼稚園、認定こども園（短時間）等を希望する割合は、3 歳で 28.3％、4 歳で 30.2％、

5 歳で 30.6％となっている。 

 

定期的に利用したい施設・事業（０～５歳の各歳別）（全体） 

＜該当の年齢以下で回答があった人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※来年度小学校に就学予定（2017 年４月２日～2018 年４月１日生まれ）のお子さんを除く。 
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０歳の４月１日 (n=   65) 0.0 0.0 0.0 0.0 27.7 9.2 1.5 1.5 3.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 12.3 41.5 1.5 0.0

１歳の４月１日 (n=  413) 1.0 1.2 0.5 0.0 33.4 22.8 1.2 10.9 2.9 0.2 0.2 0.0 0.2 1.0 1.5 7.5 14.0 1.0 0.5

２歳の４月１日 (n=  776) 1.8 1.8 1.2 1.0 35.2 23.7 0.9 11.0 3.7 0.4 0.5 0.0 0.1 3.7 1.3 4.0 8.1 0.9 0.6

３歳の４月１日 (n=1,200) 8.9 11.3 2.8 3.9 25.9 24.0 1.4 11.5 1.9 0.3 0.2 0.1 0.0 3.7 0.3 1.2 1.3 0.3 1.3

４歳の４月１日 (n=1,531) 9.2 12.6 2.9 4.1 24.6 23.3 1.4 12.6 1.9 0.1 0.1 0.1 0.0 4.0 0.4 1.4 0.3 0.0 1.2

５歳の４月１日 (n=1,826) 9.4 13.2 2.9 3.6 24.5 23.3 1.5 11.7 1.9 0.2 0.1 0.1 0.1 4.2 0.4 1.4 0.2 0.2 1.3
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（６）保育園利用希望者の幼稚園預かり保育への意向 
 

◆預かり保育を利用できる場合の幼稚園の利用意向 

３～５歳の間でなんらかの保育事業を利用したい人に、預かり保育を利用できる場合の幼稚園の利

用意向をたずねたところ、「通わせたい（34.3％）」、「通わせたいと思わない（32.9％）」、「わからな

い（29.5％）」がいずれも３割前後となっている。 

 

預かり保育を利用できる場合の幼稚園の利用意向（全体） 

＜３～５歳の間でなんらかの保育事業を利用したい人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

◆通わせたいと思わない理由 

３～５歳の間でなんらかの保育事業を利用したい人で、預かり保育を利用できても幼稚園に通わせ

たいと思わない人に、通わせたいと思わない理由をたずねたところ、「保育所で満足している

（67.7％）」が最も高く、「預かり保育の実施時間が短く、都合が合わない（57.3％）」、「幼稚園はＰＴＡ

活動や行事への参加など保護者の負担が大きい（49.4％）」が続いている。 

 

通わせたいと思わない理由（全体）：複数回答 

＜３～５歳の間でなんらかの保育事業を利用したい人で、 

預かり保育を利用できても幼稚園に通わせたいと思わない人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.3

49.4

28.7

67.7

3.0

13.4

0.6

0 20 40 60 80

預かり保育の実施時間が短く、都合が合わない

幼稚園はＰＴＡ活動や行事への参加など

保護者の負担が大きい

預かり保育を毎日利用すると利用料の負担が大きい

保育所で満足している

預かり保育を実施している幼稚園が近くにない

その他

無回答 全体(n=164)

（%）

通わせたい

34.3 

通わせたいと思わない

32.9 

わからない

29.5 

無回答

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=498)
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５ 平日夜間・土曜・休日などの「定期的」な施設・事業の利用希望 

（１）平日夜間・土曜・休日の「定期的」な施設・事業の利用希望 
 

平日夜間の「定期的」な施設・事業の利用希望は、「ほぼ毎週利用したい（6.6％）」と「月に１～２回は

利用したい（17.7％）」を合計すると 24.3％となっている。 

土曜日の「定期的」な施設・事業の利用希望は、「ほぼ毎週利用したい（6.1％）」と「月に１～２回は利

用したい（29.5％）」を合計すると 35.6％となっている。 

休日(日曜・祝日)の「定期的」な施設・事業の利用希望は、「ほぼ毎週利用したい（2.1％）」と「月に１

～２回は利用したい（22.9％）」を合計すると 25.0％となっている。 

 

平日夜間の「定期的」な施設・事業の利用希望（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年末年始の「定期的」な施設・事業の利用希望 
 

年末年始の「定期的」な施設・事業の利用希望は、「毎年利用したい」が 11.1％となっている。 

 

年末年始の利用希望（全体） 

 

 

 

 

 

利用希望はない

74.3 

63.4 

73.6 

ほぼ毎週利用したい

6.6 

6.1 

2.1 

月に１～２回は利用したい

17.7 

29.5 

22.9 

無回答

1.4 

1.0 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,384)

平日夜間

土曜日

休日（日曜・祝日）

利用希望はない

87.6 

毎年利用したい

11.1 

無回答

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,384)
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６ 地域の子育て支援事業の利用状況 

（１）地域子育て支援事業の認知度・利用状況、利用意向 

 
◆認知度・利用状況 

地域子育て支援事業の認知度・利用状況は、「知っていて利用したことがある」の割合は、『⑦ 新生

児訪問（赤ちゃん訪問）（79.1％）』が最も高く、『⑨ 子育て交流サロン「あかちゃん天国」（72.0％）』、

『⑥ 妊婦健康診査（58.5％）』、『① 離乳食、子育て支援、食育などの講習会（52.5％）』までが５割を

超えている。 

また、「知らない」の割合は、『㉑ 中央区地域家庭教育推進協議会が開催する家庭教育学習会

（78.9％）』が最も高く、『㉒ 教育センターの教育相談（78.2％）』、『㉓ 赤ちゃん・ふらっと

（61.6％）』、『㉕ 子ども発達支援センター ゆりのき（61.6％）』が続いている。 

 

地域子育て支援事業の認知度・利用状況（保健所・保健センター①～⑧）（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っていて

利用したことがある

52.5 

46.2 

31.5 

6.3 

35.5 

58.5 

79.1 

17.0 

知っているが

利用したことはない

36.2 

43.9 

44.5 

64.2 

45.9 

23.4 

14.4 

64.4 

知らない

10.7 

9.2 

23.2 

28.6 

17.7 

17.3 

5.8 

17.7 

無回答

0.7 

0.7 

0.8 

1.0 

0.8 

0.8 

0.7 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,384)

① 離乳食、子育て支援、

食育などの講習会

② プレママ教室（母親学級）、

パパママ教室（両親学級）

③ 乳幼児健康相談

（すくすく健康相談）

④ ママのこころの相談

⑤ 妊娠・出産、子育て、

栄養、歯科などの相談

⑥ 妊婦健康診査

⑦ 新生児訪問（赤ちゃん訪問）

⑧ 産後ケア（宿泊型）事業
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地域子育て支援事業の認知度・利用状況（子ども家庭支援センター きらら中央⑨～⑳）（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っていて

利用したことがある

72.0 

34.9 

3.1 

19.0 

7.0 

7.3 

0.9 

0.9 

11.6 

0.9 

4.1 

0.9 

知っているが

利用したことはない

20.9 

55.7 

64.3 

64.8 

49.4 

59.1 

62.9 

63.4 

71.3 

57.6 

64.1 

55.4 

知らない

6.5 

8.6 

31.6 

15.4 

42.7 

32.6 

35.3 

34.7 

16.3 

40.5 

31.0 

42.8 

無回答

0.5 

0.8 

1.0 

0.8 

0.9 

0.9 

0.9 

1.0 

0.8 

1.0 

0.8 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,384)

⑨ 子育て交流サロン「あかちゃん天国」

⑩ 一時預かり保育

⑪ 育児支援ヘルパー

⑫ ベビーシッター利用支援事業

（一時預かり利用支援）

⑬ 子育て支援講座

⑭ 子育て相談

⑮ 子どもショートステイ

⑯ トワイライトステイ

⑰ 病児・病後児保育

⑱ 緊急一時保育援助事業

⑲ ファミリー・サポート・センター

⑳ 子どもほっとライン
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地域子育て支援事業の認知度・利用状況（㉑～㉕）（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆今後必要なときの利用意向 

今後必要なときの利用意向は、「⑩ 一時預かり保育（43.8％）」が最も高く、「⑫ ベビーシッター利

用支援事業（一時預かり利用支援）（41.7％）」、「⑰ 病児・病後児保育（39.7％）」が続いている。 

 

地域子育て支援事業の今後必要なときの利用意向（全体）：複数回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.2

15.1

18.9

18.0

22.0

22.3

24.2

25.5

32.0

43.8

22.7

41.7

12.1

14.9

20.6

20.8

39.7

23.7

23.0

7.8

7.5

9.4

9.2

13.0

21.0

0 20 40 60

① 離乳食、子育て支援、食育などの講習会

② プレママ教室（母親学級）、パパママ教室（両親学級）

③ 乳幼児健康相談（すくすく健康相談）

④ ママのこころの相談

⑤ 妊娠・出産、子育て、栄養、歯科などの相談

⑥ 妊婦健康診査

⑦ 新生児訪問（赤ちゃん訪問）

⑧ 産後ケア（宿泊型）事業

⑨ 子育て交流サロン「あかちゃん天国」

⑩ 一時預かり保育

⑪ 育児支援ヘルパー

⑫ ベビーシッター利用支援事業（一時預かり利用支援）

⑬ 子育て支援講座

⑭ 子育て相談

⑮ 子どもショートステイ

⑯ トワイライトステイ

⑰ 病児・病後児保育

⑱ 緊急一時保育援助事業

⑲ ファミリー・サポート・センター

⑳ 子どもほっとライン

㉑ 中央区地域家庭教育推進協議会が開催する家庭教育学習会

㉒ 教育センターの教育相談

㉓ 赤ちゃん・ふらっと

㉕ 子ども発達支援センター ゆりのき

無回答

全体(N=2,384)

（%）

知っていて

利用したことがある

3.4 

1.9 

10.7 

22.6 

7.7 

知っているが

利用したことはない

16.8 

19.0 

26.7 

36.7 

29.8 

知らない

78.9 

78.2 

61.6 

39.6 

61.6 

無回答

0.9 

0.9 

1.0 

1.1 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,384)

㉑ 中央区地域家庭教育推進協議会

が開催する家庭教育学習会

㉒ 教育センターの教育相談

㉓ 赤ちゃん・ふらっと

㉔ 子育てガイドブック

㉕ 子ども発達支援センター ゆりのき
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（２）子育て交流サロン「あかちゃん天国」の利用状況 
 

お子さんが、2020 年４月２日以降に生まれた人に、子育て交流サロン「あかちゃん天国」の利用状

況をたずねたところ、「現在利用している」が 37.8％、「現在は利用していないが、利用したことがあ

る」が 39.6％、「利用したことがない」が 21.6％となっている。 
 

子育て交流サロン「あかちゃん天国」の利用状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

（３）子育て交流サロン「あかちゃん天国」を利用している人の今後の利用回数

の増加意向 
 

子育て交流サロン「あかちゃん天国」を現在利用している人に、今後の利用回数の増加意向をたず

ねたところ、「はい」が 46.7％となっている。 
 

子育て交流サロン「あかちゃん天国」の今後の利用回数の増加意向（全体） 

＜子育て交流サロン「あかちゃん天国」を現在利用している人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

（４）子育て交流サロン「あかちゃん天国」を利用していない人の今後の利用意向 
 

子育て交流サロン「あかちゃん天国」を現在利用していない人に、今後の利用意向をたずねたところ、

「はい」が 52.7％となっている。 
 

子育て交流サロン「あかちゃん天国」の今後の利用意向（全体） 

＜子育て交流サロン「あかちゃん天国」を現在利用していない人＞ 

 

 

 

現在利用している

37.8 

現在は利用していないが、

利用したことがある

39.6 

利用したことがない

21.6 

無回答

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=1,229)

はい

46.7 

いいえ

52.0 

無回答

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=465)

はい

52.7 

いいえ

45.4 

無回答

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=753)
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７ 病気やケガの際の対応 

（１）この１年間の子どもの病気やケガの経験の有無 
 

この１年間の子どもの病気やケガの経験の有無は、「あった」が 78.7％となっている。 

 

この 1 年間の子どもの病気やケガの経験の有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）この１年間の子どもの病気やケガの場合の対処方法 
 

この１年間に子どもの病気やケガの経験があった人に、病気やケガの場合の対処方法をたずねたと

ころ、「母親が仕事を休んで子どもを看た（65.7％）」が最も高く、「父親が仕事を休んで子どもを看た

（39.6％）」、「父親または母親のうち就労していない方が子どもを看た（30.8％）」が続いている。 

 

病気やケガの場合の対処方法（全体）：複数回答 

＜この１年間に子どもの病気やケガの経験があった人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.6

65.7

30.8

7.0

15.4

4.3

7.1

0.1

0 20 40 60 80

父親が仕事を休んで子どもを看た

母親が仕事を休んで子どもを看た

父親または母親のうち就労していない方が子どもを看た

区の病児・病後児保育を利用した

（同居者を含む）親族・知人に子どもを看てもらった

民間の訪問型病児保育サービス

（ベビーシッター等）を利用した

その他

無回答 全体(n=1,876)

（%）

あった

78.7 

なかった

21.1 

無回答

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,384)
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（３）区の病児・病後児保育の利用希望 
 

この１年間に子どもの病気やケガの経験があった人で、父親や母親が仕事を休んで子どもを看た人

に、区の病児・病後児保育の利用希望をたずねたところ、「できれば利用したいと思った」が 51.5％と

なっている。 

 

区の病児・病後児保育の利用希望（全体） 

＜この１年間に子どもの病気やケガの経験があった人で、父親や母親が仕事を休んで子どもを看た人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

（４）区の病児・病後児保育を利用したいと思ったが利用しなかった理由 
 

この１年間に子どもの病気やケガの経験があった人で、父親や母親が仕事を休んで子どもを看た人

のうち区の病児・病後児保育をできれば利用したいと思った人に、利用しなかった理由をたずねたと

ころ、「利用手続きが煩雑で面倒である（52.6％）」が最も高く、「定員が少なく当日預けられなかった

（44.2％）」、「立地や利用可能時間、利用可能日数などが合わない（32.6％）」が続いている。 

 

区の病児・病後児保育を利用したいと思ったが利用しなかった理由（全体）：複数回答 

＜父親や母親が仕事を休んで子どもを看た人のうち区の病児・病後児保育をできれば利用したいと思った人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.8

5.3

32.6

52.6

11.3

30.2

44.2

16.5

0.6

0 20 40 60 80

病気の子どもを他人に看てもらうのは不安である

サービスの質に不安がある

立地や利用可能時間、利用可能日数などが合わない

利用手続きが煩雑で面倒である

利用料がかかる・高い

利用料・利用方法などシステムがよくわからない

定員が少なく当日預けられなかった

その他

無回答 全体(n=665)

（%）

できれば利用したいと思った

51.5 

利用したいとは思わなかった

47.7 

無回答

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=1,292)
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（５）区の病児・病後児保育を利用したいとは思わなかった理由 
 

この１年間に病気やケガの経験があった人で、父親や母親が仕事を休んで子どもを看た人のうち区

の病児・病後児保育を利用したいとは思わなかった人に、利用したいとは思わなかった理由をたずね

たところ、「病気のときは子どもの看病をしたい（53.9％）」が最も高く、「利用手続きが煩雑で面倒で

ある（49.5％）」、「定員が少なく当日預けられる保障がない（40.1％）」が続いている。 
 

区の病児・病後児保育を利用したいと思ったが利用しなかった理由（全体）：複数回答 

＜父親や母親が仕事を休んで子どもを看た人のうち区の病児・病後児保育を利用したいとは思わなかった人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 不定期の子育て支援事業の利用 

（１）この１年間に不定期に利用した事業 
 

この１年間に家族の通院、冠婚葬祭、就労などの目的で不定期に利用した事業は、「一時預かり保育

（15.1％）」が最も高く、「ベビーシッター利用支援事業(一時預かり利用支援)（11.3％）」、「区の事業

以外の民間保育サービス(ベビーシッター等)（4.5％）」が続いている。「利用していない」は 70.5％で

ある。 
 

この１年間に家族の通院、冠婚葬祭、就労などの目的で不定期に利用した事業（全体）：複数回答 

 

 

 

 

 

 

 

53.9

38.1

11.2

20.6

49.5

16.2

31.3

40.1

28.6

12.5

0.5

0 20 40 60 80

病気のときは子どもの看病をしたい

病気の子どもを他人に看てもらうのは不安である

サービスの質に不安がある

立地や利用可能時間、利用可能日数などが合わない

利用手続きが煩雑で面倒である

利用料がかかる・高い

利用料・利用方法などシステムがよくわからない

定員が少なく当日預けられる保障がない

親が仕事を休んで対応できるので問題ない

その他

無回答
全体(n=616)

（%）

2.6

15.1

0.6

1.2

11.3

4.5

0.5

70.5

1.7

0 20 40 60 80

幼稚園の預かり保育（不定期に利用する場合のみ）

一時預かり保育

トワイライトステイ

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター利用支援事業(一時預かり利用支援)

区の事業以外の民間保育サービス(ベビーシッター等)

その他

利用していない

無回答 全体(N=2,384)

（%）
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（２）この１年間に不定期で事業を利用していない理由 
 

この１年間に家族の通院、冠婚葬祭、就労などの目的で不定期で事業を利用していない人に、不定

期で事業を利用していない理由をたずねたところ、「特に利用する必要がない（53.1％）」が最も高く、

「利用手続きが煩雑で面倒である（32.5％）」、「利用料・利用方法などシステムがよくわからない

（23.8％）」が続いている。 

 

不定期で事業を利用していない理由（全体）：複数回答 

＜この１年間に家族の通院、冠婚葬祭、就労などの目的で不定期で事業を利用していない人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）一時的な預かり事業の利用希望 
 

◆一時的な預かり事業の利用希望 

家族の通院、冠婚葬祭、就労などの目的による一時的な預かり事業の利用希望は、「利用したい」が

69.1%となっている。 

 

一時的な預かり事業の利用希望（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

9.3

53.1

4.6

8.6

22.5

15.5

32.5

12.7

23.8

6.5

0.4

0 20 40 60 80

事業があることを知らなかった

特に利用する必要がない

利用したい事業がない

サービスの質に不安がある

子どもが馴染むかどうか不安である

立地や利用可能時間、利用可能日数などが合わない

利用手続きが煩雑で面倒である

利用料がかかる・高い

利用料・利用方法などシステムがよくわからない

その他

無回答
全体(n=1,681)

（%）

利用したい

69.1 

利用する必要はない

29.8 

無回答

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,384)
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◆利用したい一時的な預かり事業 

家族の通院、冠婚葬祭、就労などの目的による一時的な預かり事業を利用したい人に、利用したい

一時的な預かり事業をたずねたところ、「一時預かり保育（70.7％）」が最も高く、「ベビーシッター利

用支援事業（一時預かり利用支援）（58.7％）」、「幼稚園の預かり保育（37.3％）」が続いている。 

 

利用したい一時的な預かり事業（全体）：複数回答 

＜一時的な預かり事業を利用したい人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆一時的な預かり事業の利用目的 

家族の通院、冠婚葬祭、就労などの目的による一時的な預かり事業を利用したい人に、一時的な預

かり事業の利用目的をたずねたところ、「買物、趣味の活動、リフレッシュ目的（62.1％）」が最も高く、

「家族の通院（48.0％）」、「冠婚葬祭、学校行事（39.3％）」が続いている。 

 

一時的な預かり事業の利用目的（全体）：複数回答 

＜一時的な預かり事業を利用したい人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.0

39.3

28.8

29.5

4.4

62.1

5.8

1.8

0 20 40 60 80

家族の通院

冠婚葬祭、学校行事

不定期の就労

親の勉強、資格取得

ボランティア、地域活動

買物、趣味の活動、リフレッシュ目的

その他

無回答
全体(n=1,647)

（%）

37.3

70.7

23.6

24.7

58.7

1.6

1.3

0 20 40 60 80

幼稚園の預かり保育

一時預かり保育

トワイライトステイ

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター利用支援事業

（一時預かり利用支援）

その他

無回答 全体(n=1,647)

（%）
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（４）宿泊を伴う一時預かりの状況 
 

◆宿泊を伴う一時預かり等の必要性の有無 

この１年間に冠婚葬祭、家族の病気などによる宿泊を伴う一時預かり等の必要性の有無は、「あっ

た」が 12.0%となっている。 

 

宿泊を伴う一時預かり等の必要性の有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆宿泊を伴う一時預かりが必要となった場合の対処方法 

この１年間に冠婚葬祭、家族の病気などによる宿泊を伴う一時預かり等の必要性があった人に、対

処方法をたずねたところ、「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった（74.0％）」が最も高く、「子ど

もを同行させた（25.3％）」が続いている。 

 

対処方法（全体）：複数回答 

＜この１年間に冠婚葬祭、家族の病気などによる宿泊を伴う一時預かり等の必要性があった人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74.0

0.7

2.5

25.3

6.3

0.4

0 20 40 60 80

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

子どもショートステイを利用した

子どもショートステイ以外の保育事業

（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用した

子どもを同行させた

その他

無回答
全体(n=285)

（%）

あった

12.0 

なかった

87.2 

無回答

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,384)
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９ 育児休業の取得状況 

 

（1）両親の育児休業の取得状況、取得期間、取得していない理由 
 

◆育児休業の取得状況 

育児休業の取得状況は、母親は「取得した(取得中である)」が 72.4％、「働いていなかった」が

20.9％、「取得していない」が 6.3％となっている。 

平成 30 年調査と比較すると、令和５年調査では「取得した(取得中である)（60.6％→72.4％）」

の割合が高くなっている。 

父親は「取得していない」が 73.4％、「取得した(取得中である)」が 24.0％、「働いていなかった」

が 0.7％となっている。 

平成 30 年調査と比較すると、令和５年調査では「取得した(取得中である)（8.6％→24.0％）」の

割合が高くなっている。 

 

育児休業の取得状況（母親）（全体）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児休業の取得状況（父親）（全体）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

働いていなかった

20.9 

28.2 

取得した(取得中である)

72.4 

60.6 

取得していない

6.3 

8.6 

無回答

0.4 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年

(N=2,384)

平成30年

(N=2,970)

働いていなかった

0.7 

1.0 

取得した(取得中である)

24.0 

8.6 

取得していない

73.4 

83.0 

無回答

2.0 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年

(N=2,384)

平成30年

(N=2,970)
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◆育児休業の取得期間 

育児休業を取得した（取得中である）人に、育児休業の取得期間をたずねたところ、母親は「６か月

以上１年未満（29.6％）」が最も高く、「１年以上１年６か月未満（28.7％）」、「１年６か月以上２年未満

（20.7％）」が続いている。 

父親は「２週間未満（35.7％）」が最も高く、「２週間以上１か月未満（24.0％）」、「１か月以上３か月

未満（22.8％）」が続いている。 

 

育児休業の取得期間（母親、父親）（全体） 

＜育児休業を取得した（取得中である）人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.3

0.9

3.2

6.5

29.6

28.7

20.7

7.3

2.1

0.6

35.7

24.0

22.8

8.1

6.3

2.1

0.7

0.2

0.0

0.2

0 10 20 30 40 50

２週間未満

２週間以上１か月未満

１か月以上３か月未満

３か月以上６か月未満

６か月以上１年未満

１年以上１年６か月未満

１年６か月以上２年未満

２年以上３年未満

３年以上

無回答

母親(n=1,726)

父親(n=571)

（%）
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◆育児休業を取得していない理由 

育児休業を取得していない人に、育児休業を取得していない理由をたずねたところ、母親は「職場

に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）（30.0％）」が最も高く、「仕事が忙しかっ

た（21.3％）」、「雇用形態等のため育児休業の取得要件を満たさなかった（20.0％）」が続いている。 

父親は「仕事が忙しかった（52.8％）」が最も高く、「配偶者が育児休業制度を利用した（30.3％）」、

「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった（28.7％）」が続いている。 

 

育児休業を取得していない理由（母親、父親）（全体）：複数回答 

＜育児休業を取得していない人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.0

2.0

21.3

18.7

10.0

1.3

11.3

5.3

0.7

1.3

13.3

3.3

20.0

2.0

0.7

24.7

1.3

17.0

28.7

52.8

0.5

4.8

9.8

22.3

2.1

30.3

8.3

0.1

0.0

2.1

0.6

0.1

10.9

1.0

0 20 40 60

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

子育てや家事以外の理由により退職した

雇用形態等のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）

を取得できることを知らず、退職した

その他

無回答

母親(n=150)

父親(n=1,750)

（%）
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10 妊娠中・産後の状況 

（１）妊娠時に身近な人で気にかけてくれた、支えてくれたと感じる人 
 

妊娠時に身近な人で気にかけてくれた、支えてくれたと感じる人は、「配偶者・パートナー

（85.5％）」が最も高く、「遠居の父母（45.7％）」、「友人・知人（38.8％）」、「里帰り出産をした際の父

母・近居父母（概ね 30 分以内で行き来できる範囲）（26.4％）」が続いている。 
 

妊娠時に身近な人で気にかけてくれた、支えてくれたと感じる人（全体）：複数回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）産後の母親の身体面、精神面の体調 
 

産後の母親の身体面、精神面の体調は、「睡眠が十分に取れなかった（65.1％）」が最も高く、「体の

疲れが取れなかった（56.5％）」、「体調は良かった（33.8％）」が続いている。 

平成 30 年調査においても上位の項目は同様であり、「睡眠が十分に取れなかった（70.8％）」が最

も高く、「体の疲れが取れなかった（56.4％）」、「体調は良かった（34.2％）」が続いている。 
 

産後の母親の身体面、精神面の体調（全体）：複数回答【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

85.5

2.1

26.4

45.7

14.9

3.1

38.8

2.6

4.7

2.0

1.2

0 20 40 60 80 100

配偶者・パートナー

同居の父母

里帰り出産をした際の父母・近居父母

（概ね30分以内で行き来できる範囲）

遠居の父母

父母以外の親族

育児支援ヘルパー、ベビーシッター

友人・知人

近所の人

その他

誰もいなかった

無回答
全体(N=2,384)

（%）

33.8

65.1

56.5

23.0

22.8

29.9

17.6

5.8

11.4

4.2

1.2

34.2

70.8

56.4

26.3

22.4

33.1

16.4

8.6

11.8

3.0

1.3

0 20 40 60 80

体調は良かった

睡眠が十分に取れなかった

体の疲れが取れなかった

乳房の状態が良くなかった

意味もなく涙が出てきた

気分が落ち込んだ

産後の回復が悪かった

自身が病気をしてしまった

育児を投げ出したくなった

その他

無回答

令和５年(N=2,384)

平成30年(N=2,970)

（%）
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（３）産後の育児に関して困ったことやつらかったこと 
 

産後の育児に関して困ったことやつらかったことは、「育児に慣れないこと（40.4％）」が最も高く、

「授乳のこと（38.6％）」と「夜泣きのこと（38.6％）」が同率で続いている。 

平成３０年調査では、「授乳のこと（44.0％）」が最も高く、「育児に慣れないこと（39.2％）」、「夜泣

きのこと（35.2％）」が続いている。 
 

産後の育児に関して困ったことやつらかったこと（全体）：複数回答【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）出産直後に子どもの子育てや家事を助けてくれたと感じる人 
 

出産直後に子どもの子育てや家事を助けてくれたと感じる人は、「配偶者・パートナー（81.4％）」が

最も高く、「遠居の父母（41.3％）」、「里帰り出産をした際の父母・近居父母（概ね 30 分以内で行き来

できる範囲）（26.1％）」が続いている。 
 

出産直後に子どもの子育てや家事を助けてくれたと感じる人（全体）：複数回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

81.4

2.6

26.1

41.3

11.1

6.7

15.1

1.8

3.6

3.3

1.2

0 20 40 60 80 100

配偶者・パートナー

同居の父母

里帰り出産をした際の父母・近居父母

（概ね30分以内で行き来できる範囲）

遠居の父母

父母以外の親族

育児支援ヘルパー、ベビーシッター

友人・知人

近所の人

その他

誰もいなかった

無回答
全体(N=2,384)

（%）

38.6

4.0

38.6

40.4

18.9

29.8

18.7

18.7

9.9

30.5

7.0

8.6

1.4

44.0

3.6

35.2

39.2

12.7

34.1

20.8

16.1

5.9

－

4.3

13.1

2.0

0 10 20 30 40 50

授乳のこと

沐浴のこと

夜泣きのこと

育児に慣れないこと

上の子どものこと

家事のこと

家事・育児の協力者がいないこと

自分の体調が悪く自分の思うような育児ができなかったこと

経済的負担

新型コロナウイルス感染症への感染に気を付けること

その他

特になかった

無回答

令和５年(N=2,384)

平成30年(N=2,970)

（%）
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11 地域における子育て 

（１）近所づきあいの程度 
 

近所づきあいの程度は、「あいさつする程度（46.4％）」が最も高く、「時々立ち話をする

（19.5％）」、「ほとんどつきあいはない（18.1％）」が続いている。 

平成 30 年調査と比較すると、令和５年調査では「ほとんどつきあいはない（9.2％→18.1％）」の

割合が高くなっている。 

 

近所づきあいの程度（全体）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）期待する地域住民による子ども・子育て支援活動 
 

期待する地域住民による子ども・子育て支援活動は、「子どもにスポーツや勉強を教える活動

（57.1％）」が最も高く、「子どもの見守りをしてくれる活動（50.0％）」、「子どもと遊んでくれる活動

（47.3％）」が続いている。 

 

期待する地域住民による子ども・子育て支援活動（全体）：複数回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.1

29.9

38.3

47.3

57.1

26.0

50.0

28.8

2.6

6.7

1.0

0 20 40 60 80

子育てに関する悩みを気軽に相談できるような活動

子育て家庭の家事を支援する活動

不意の外出のときなどに子どもを預かる活動

子どもと遊んでくれる活動

子どもにスポーツや勉強を教える活動

子育てをする親同士で話ができる仲間づくりの活動

子どもの見守りをしてくれる活動

子育てに関連した情報を簡単に共有できるような活動

その他

特にない

無回答
全体(N=2,384)

（%）

あいさつ

する程度

46.4 

43.5 

時々立ち話

をする

19.5 

25.7 

家に上がって

話をする

2.3 

3.0 

食事に行ったり、

家族ぐるみで

つきあっている

10.0 

11.0 

困っているときに

相談したり助け

合ったりしている

2.6 

4.3 

ほとんど

つきあいはない

18.1 

9.2 

無回答

1.0 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年

(N=2,384)

平成30年

(N=2,970)
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（３）地域住民による子ども・子育て支援活動に将来的に携わってもよいか 
 

地域住民による子ども・子育て支援活動に将来的に携わってもよいかたずねたところ、「すでに携

わっている」が 1.8％、「ぜひ携わりたい」が 13.8％、「携わってもよい」が 54.8％であり、合計すると、

携わる意向がある人は 70.4％となっている。 

 

地域住民による子ども・子育て支援活動に将来的に携わってもよいか（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

12 子育てに関する意識 

（１）子育てに関する情報の入手先 
 

子育てに関する情報の入手先は、「インターネット（68.1％）」が最も高く、「友人や知人（66.7％）」、

「保育所、認定こども園、幼稚園（51.7％）」が続いている。「情報の入手先がわからない」は 0.8％と

なっている。 
 

子育てに関する情報の入手先（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すでに

携わっている

1.8 

ぜひ携わりたい

13.8 

携わってもよい

54.8 

携わりたくない

7.0 

わからない

20.3 

無回答

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,384)

36.0

66.7

10.7

13.0

51.7

7.0

17.2

4.2

14.9

6.3

3.1

0.4

68.1

17.2

10.3

6.0

0.8

0.5

0.8

0 20 40 60 80

祖父母・兄弟等の親族

友人や知人

近所の人

ＳＮＳで知り合った友人

保育所、認定こども園、幼稚園

区役所や区の機関の窓口

「区のおしらせ ちゅうおう」やパンフレット

子ども家庭支援センター きらら中央

児童館

保健所・保健センター

子育てガイドブック

こどもすくすくナビ

インターネット

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌

その他

情報の入手先がわからない

情報を必要としていない

無回答

全体(N=2,384)

（%）
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（２）子育てに関してほしい情報 
 

子育てに関してほしい情報は、「子ども向けイベント情報（64.9％）」が最も高く、「公園などの遊び

場の情報（47.5％）」、「子どもの発達や育児、しつけについて（41.4％）」が続いている。 

平成 30 年調査では、「子ども向けイベント情報（49.5％）」が最も高く、「子どもの発達や育児、しつ

けについて（45.2％）」、「地域の伝統行事（祭り等）などの情報（平成 30 年：地域の祭り、イベントなど

の情報）（34.3％）」が続いている。 

 

子育てに関してほしい情報（全体）：複数回答（３つまで）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.4

64.9

23.1

21.8

14.4

47.5

8.4

4.4

18.5

37.3

2.3

0.9

45.2

49.5

19.3

12.1

5.7

30.8

6.0

3.4

10.1

34.3

2.2

18.9

0 20 40 60 80

子どもの発達や育児、しつけについて

子ども向けイベント情報

医療機関情報

保育所、幼稚園の紹介・特徴

（平成30年：保育所の紹介・特徴）

経済的支援制度に関する情報

公園などの遊び場の情報

病気や障害に関する相談窓口

アレルギーのある子ども向けの情報

子育てに優しい、子育てしやすい住まいに関する情報

地域の伝統行事（祭り等）などの情報

（平成30年：地域の祭り、イベントなどの情報）

その他

無回答

令和５年(N=2,384)

平成30年(N=2,970)

（%）
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（３）子育てをする上で足りていないと感じること 
 

子育てをする上で足りていないと感じることは、「子どもが思いきり体を動かして遊ぶ環境

（60.7％）」が最も高く、「保護者が自由に過ごせる時間（43.8％）」、「子どもが家族と過ごす時間

（31.6％）」が続いている。 
 

子育てをする上で足りていないと感じること（全体）：複数回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）中央区は子育てしやすいまちか 
 

中央区は子育てしやすいまちかたずねたところ、「とてもしやすいまちだと思う」が 20.4％、「どち

らかといえば、しやすいまちだと思う」が 59.1％であり、合計した《しやすいまちだと思う》は 79.5％

となっている。「あまりしやすいまちだとは思わない」が 10.4％、「しやすいまちだとは思わない」が

4.7％であり、合計した《しやすいまちだとは思わない》は 15.1％となっている。 

平成 30 年調査と比較すると、同様の傾向である。 
 

中央区は子育てしやすいまちか（全体）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.0

21.3

17.9

31.6

24.6

20.8

23.3

20.1

60.7

26.7

23.7

43.8

13.8

7.0

4.1

2.1

0 20 40 60 80

子どもが十分に学習、勉強できる環境

子どもが安全に生活できる環境

子どもにとって危険の無い生活

子どもが家族と過ごす時間

子どもの自立を促す取組

子どもたちが自分たちのことを自分たちで決める機会

子どもにとって充実した食生活

子どもが自由に遊ぶ時間

子どもが思いきり体を動かして遊ぶ環境

親子で過ごせる場所や講座、イベント

子どものゆとりある生活

保護者が自由に過ごせる時間

地域での支えあい

子育て経験者からのアドバイス

その他

無回答

全体(N=2,384)

（%）

とてもしやすい

まちだと思う

20.4 

21.3 

どちらかといえば、

しやすいまちだと思う

59.1 

57.4 

あまりしやすい

まちだとは思わない

10.4 

9.5 

しやすいまち

だとは思わない

4.7 

4.0 

わからない

4.6 

6.3 

無回答

0.9 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年

(N=2,384)

平成30年

(N=2,970)
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（５）以前に比べ中央区の子育て環境は良くなったか 
 

以前に比べ中央区の子育て環境は良くなったかたずねたところ、「とても良くなったと思う」が

8.7％、「どちらかといえば良くなったと思う」が 30.3％であり、合計した《よくなったと思う》は

39.0％となっている。 

平成 30 年調査と比較すると、令和５年調査では、《よくなったと思う（30.5％→39.0％）》の割合

が高くなっている。 

 

以前に比べ中央区の子育て環境は良くなったか（全体）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）居住意向 
 

居住意向は、「ずっと住み続けたい（50.3％）」が最も高く、「子どもの小学校卒業まで住み続けたい

（20.7％）」、「子どもの小学校入学前まで住み続けたい（11.7％）」が続いている。 

 

居住意向（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの小学校

入学前まで

住み続けたい

11.7 

子どもの

小学校卒業まで

住み続けたい

20.7 

子どもの

中学校卒業まで

住み続けたい

4.8 

子どもの高等

学校卒業まで

住み続けたい

3.3 

子どもの

大学卒業まで

住み続けたい

3.6 

ずっと住み

続けたい

50.3 

転出したい

4.7 

無回答

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,384)

とても良く

なったと思う

8.7 

6.9 

どちらかといえば

良くなったと思う

30.3 

23.6 

あまり

変わらない

19.0 

17.2 

どちらかといえば

悪くなったと思う

2.3 

9.6 

最近転入してきて

よくわからない

12.2 

15.3 

わからない

26.6 

25.6 

無回答

0.9 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年

(N=2,384)

平成30年

(N=2,970)
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（７）子どもの多様な経験の状況 
 

子どもの多様な経験の状況は、「ある」の割合は、『⑥ 旅行（国内・海外）に行く（88.3％）』が最も高

く、『⑤ 遊園地やテーマパークへ行く（84.6％）』、『② 博物館・科学館・美術館に行く（69.0％）』が続

いている。 

「金銭的な理由でない」の割合も、『⑥ 旅行（国内・海外）に行く（2.5％）』が最も高くなっている。 

「時間の制約でない」の割合は『① 海水浴に行く（13.6％）』、『③ キャンプやバーベキューに行く

（10.1％）』で高くなっている。 

 

子どもの多様な経験の状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある

45.8 

69.0 

45.2 

47.1 

84.6 

88.3 

金銭的な理由でない

1.0 

0.6 

1.5 

1.7 

1.3 

2.5 

時間の制約でない

13.6 

6.6 

10.1 

9.4 

3.2 

3.1 

その他の理由でない

39.3 

23.4 

42.4 

40.9 

10.6 

5.7 

無回答

0.3 

0.4 

0.8 

0.8 

0.3 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,384)

① 海水浴に行く

② 博物館・科学館・

美術館などに行く

③ キャンプや

バーベキューに行く

④ スポーツ観戦

や劇場に行く

⑤ 遊園地や

テーマパークに行く

⑥ 旅行（国内・海外）

に行く
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（８）経済的な理由による困窮経験 
 

経済的な理由による困窮経験について、《あった》（「何度かあった」と「頻繁にあった」の合計）の割

合は、『② 必要な衣料が買えなかった（4.3％）』で最も高く、『① 必要な食料が買えなかった

（3.5％）』、『⑦ 家賃や住宅ローンの滞納（1.0％）』が続いている。 

経済的な理由による困窮経験の有無は、「ある」が 6.2％となっている。なお、困窮経験の①～⑦の

項目で、１つでも「何度かあった」と「頻繁にあった」と回答した人を「ある」としている。 

 

経済的な理由による困窮経験（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済的な理由による困窮経験の有無（全体） 

＜経済的な理由による困窮経験の①～⑦の項目で、１つでも「何度かあった」 

もしくは「頻繁にあった」と回答した人を「ある」としている＞ 

 

 

 

 

 

 

まったくない

96.1 

95.4 

98.8 

99.0 

98.9 

98.9 

98.5 

何度かあった

2.9 

3.6 

0.5 

0.3 

0.4 

0.5 

0.8 

頻繁にあった

0.6 

0.7 

0.2 

0.2 

0.2 

0.2 

0.2 

無回答

0.4 

0.3 

0.5 

0.5 

0.5 

0.5 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,384)

① 必要な食料が

買えなかった

② 必要な衣料が

買えなかった

③ 電気料金の滞納

④ 電話料金の滞納

⑤ ガス料金の滞納

⑥ 水道料金の滞納

⑦ 家賃や住宅ローン

の滞納

ある

6.2 

ない

93.5 

無回答

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,384)
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Ⅱ 小学校児童保護者調査 

１ お子さんとご家族の状況 

（１）回答者 
 

回答者は、「母親」が 80.3%、「父親」が 18.8%となっている。 
 

回答者（全体） 

 

 

 

 

 

 
 

（２）あて名の子どもの学年 
 

あて名の子どもの学年は、「３年生（17.3％）」が最も高く、「２年生（17.2％）」、「１年生（17.0％）」

が続いている。 
 

子どもの学年（全体） 

 

 

 

 

 

 
 

（３）子育てを主に行っている人 
 

子育てを主に行っている人は、「主に母親（66.3％）」が最も高く、「父親・母親とも同じくらい

（31.8％）」が続いている。 

平成 30 年調査と比較すると、令和５年調査では「主に母親（72.3％→66.3％）」の割合が低くな

り、「父親・母親とも同じくらい（25.2％→31.8％）」の割合が高くなっている。 
 

子育てを主に行っている人（全体）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

母親

80.3 

父親

18.8 

その他

0.2 

無回答

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,130)

１年生

17.0 

２年生

17.2 

３年生

17.3 

４年生

16.2 

５年生

16.7 

６年生

15.5 

無回答

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,130)

主に母親

66.3 

72.3 

主に父親

1.5 

1.7 

父親・母親とも

同じくらい

31.8 

25.2 

主に祖父母

0.2 

0.3 

その他

0.0 

0.1 

無回答

0.2 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年

(N=2,130)

平成30年

(N=1,905)
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２ 子どもの育ちをめぐる環境 

（１）子育てに関しての悩みや気になること 
 

子育てに関しての悩みや気になることは、「子どもの教育に関すること（45.2％）」が最も高く、「住

居が狭い（40.1％）」、「子育てに出費がかさむ（38.8％）」、「子どもの性格や癖が心配である

（35.5％）」が続いている。 

平成30年調査では、令和５年調査同様「子どもの教育に関すること（32.4％）」が最も高いが、２位

以降は「子どもの友達つきあいに関すること（22.3％）」、「子どもを叱りすぎているような気がするこ

と（22.2％）」となっており、令和５年調査の結果とは異なっている。なお、平成 30 年調査は回答が３

つまでという制限を設けている。 

 

子育てに関しての悩みや気になること（全体）：複数回答【経年比較（平成３０年は３つまで〇）】 

【令和５年調査】           【平成３０年調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.4

21.1

35.5

2.0

2.7

11.5

26.1

5.8

16.3

30.5

5.4

3.9

17.5

13.1

4.3

45.2

34.2

5.7

38.8

40.1

16.8

11.5

4.5

16.9

29.4

2.2

6.1

1.5

0 20 40 60

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

子どもの性格や癖が心配である

子どもが病気がちである

育児の方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信がもてないこと

子どもとの時間を十分に取れないこと

子育てについて話し相手や相談相手がいないこと

自分のやりたいことが十分にできないこと

子どもを叱りすぎているような気がすること

子育てのストレスがたまって手を上げたり、無視してしまうこと

地域の子育て支援サービスの内容や

利用・申し込み方法がよくわからないこと

子育てによる身体の疲れが大きい

仕事が十分にできない

子育てに追われ、社会から孤立するように感じる

子どもの教育に関すること

子どもの友達つきあいに関すること

登校拒否、不登校などの問題について

子育てに出費がかさむ

住居が狭い

子育てに関しての配偶者・パートナーの協力が少ないこと

子育てに関して配偶者・パートナーと意見が合わないこと

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場など

周囲のみる目が気になる

配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

急なときに頼れる人がいない

その他

特になし

無回答 令和５年(N=2,130)

（%）

9.3

7.6

19.3

0.6

0.4

3.7

11.3

0.8

3.6

22.2

1.9

0.2

5.9

2.3

0.9

32.4

22.3

1.4

15.7

13.5

6.9

3.9

0.4

2.9

8.8

1.6

6.4

13.1

0 20 40 60

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

平成30年(N=1,905)

（%）

※平成30年は「３つまで○」
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（２）子育てに関して気軽に相談できる人や場所 
 

子育てに関して気軽に相談できる人や場所は、「配偶者（75.9％）」が最も高く、「友人や知人

（56.1％）」、「祖父母・兄弟等の親族（53.0％）」が続いている。「相談相手がいない」は 2.0％となっ

ている。 

平成 30 年調査においても、上位の項目は同様となっている。 

 

子育てに関して気軽に相談できる人や場所（全体）：複数回答【経年比較】 

       【令和５年調査】                    【平成 30 年調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75.9

53.0

56.1

7.0

16.9

23.3

15.6

4.4

0.1

0.1

0.4

6.6

1.0

0.8

1.7

0.2

1.8

0.0

0.1

0.2

0.1

0.7

3.2

2.0

0.1

1.4

0.3

0 20 40 60 80 100

配偶者

祖父母・兄弟等の親族

友人や知人

近所の人

職場の人

保育所・幼稚園、小学校等の他の保護者

保育所・幼稚園、小学校等の担任等

学童クラブや子どもの居場所「プレディ」

の職員等

民生・児童委員

区役所のひとり親家庭相談・女性相談・家庭相談

保健所・保健センター等の保健師等

かかりつけの医師、看護師等

子ども家庭支援センター きらら中央

子ども発達支援センター ゆりのき

児童館

福祉センター

教育センター

社会福祉協議会（地域福祉コーディネーター）

児童相談所

子育て支援を行うＮＰＯ等

子どもほっとライン

インターネット上で相談する

その他

相談相手がいない

相談する機関がわからない

相談することがない

無回答

令和５年(N=2,130)

（%）
82.0

63.6

67.2

9.8

38.1

28.6

7.1

0.1

0.6

11.2

0.5

0.4

3.4

0.9

2.4

0.2

0.1

3.4

1.9

0.5

0 20 40 60 80 100

配偶者

祖父母・兄弟等の親族

友人や知人

近所の人

保育所・幼稚園、小学校等の他の保護者

保育所・幼稚園、小学校等の担任等

学童クラブや子どもの居場所「プレディ」

の職員等

民生・児童委員

保健所・保健センター等の保健師

かかりつけの医師

子ども家庭支援センター きらら

子ども発達支援センター ゆりのき

児童館

福祉センター

教育センター

子育て支援を行うＮＰＯ等

子どもほっとライン

その他

いない（ない）

無回答
平成30年(N=1,905)

（%）
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（３）子どもを保護者に代わってみてくれる親族・知人の有無 
 

子どもを保護者に代わってみてくれる親族・知人の有無は、「緊急時または用事の際には祖父母・兄

弟等の親族にみてもらえる（47.4％）」が４割台、「緊急時または用事の際には友人・知人にみてもら

える（15.7％）」が１割台であり、「日常的に祖父母・兄弟等の親族にみてもらえる（9.6％）」は１割以下

となっている。また、「いずれもいない」は 35.3％となっている。 

 

子どもを保護者に代わってみてくれる親族・知人の有無（全体）：複数回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 保護者の就労状況 

（1）母親の現在の就労状況 
 

母親の現在の就労状況は、「フルタイム就労（49.6％）」が５割弱で最も高く、「現在は就労していな

い（21.5％）」が続いている。 

平成 30 年調査と比較すると、令和５年調査では「フルタイム就労（42.5％→49.6％）」の割合が高

くなり、「現在は就労していない（29.4％→21.5％）」の割合が低くなっている。 

 

母親の現在の就労状況（全体）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.6

47.4

1.7

15.7

35.3

0.2

0 20 40 60

日常的に祖父母・兄弟等の親族にみてもらえる

緊急時または用事の際には

祖父母・兄弟等の親族にみてもらえる

日常的に友人・知人にみてもらえる

緊急時または用事の際には

友人・知人にみてもらえる

いずれもいない

無回答 全体(N=2,130)

（%）

フルタイム就労

49.6 

42.5 

パートタイム就労

月当たり120時間以上

4.4 

3.9 

パートタイム就労

月当たり48時間以上

120時間未満

12.6 

14.9 

パートタイム就労

月当たり48時間未満

9.3 

8.1 

現在は就労

していない

21.5 

29.4 

無回答

2.7 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年

(N=2,130)

平成30年

(n=1,890)

※フルタイム就労、パートタイム就労ともに育休・介護休業中も含む
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（２）父親の現在の就労状況 
 

父親の現在の就労状況は、「フルタイム就労（94.8％）」で最も高くなっている。 

平成 30 年調査と同様の傾向である。 

 

父親の現在の就労状況（全体）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）母親・父親の１週間当たりの在宅勤務日数 
 

就労している母親の１週間当たりの在宅勤務日数は、「０日（46.7％）」が４割台であり、「２日

（10.6％）」と「１日（10.1％）」が１割を超えている。平均は 1.6 日である。 

就労している人の父親の１週間当たりの在宅勤務日数は、「０日（50.7％）」が約５割であり、「１日

（12.5％）」が１割を超えている。となっている。平均は 1.4 日である。 

 

母親・父親の１週間当たりの在宅勤務日数（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フルタイム就労

94.8 

96.8 

パートタイム就労

月当たり120時間以上

0.6 

1.1 

パートタイム就労

月当たり48時間以上

120時間未満

0.3 

0.5 

パートタイム就労

月当たり48時間未満

0.3 

0.0 

現在は就労

していない

0.8 

0.7 

無回答

3.1 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年

(N=2,130)

平成30年

(n=1,836)

※フルタイム就労、パートタイム就労ともに育休・介護休業中も含む

０日

46.7 

50.7 

１日

10.1 

12.5 

２日

10.6 

8.7 

３日

9.7 

5.8 

４日

6.3 

3.6 

５日

9.8 

8.9 

６日

1.2 

2.0 

７日

0.9 

1.5 

無回答

4.8 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

(n=1,616)

父親

(n=2,046)
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４ 地域の子育て支援事業の利用状況 

（１）地域子育て支援事業の認知度・利用状況、利用意向 
 

◆認知度・利用状況 

地域子育て支援事業の認知度・利用状況は、「知っていて利用したことがある」の割合は、『⑫ 子ど

もの居場所「プレディ」（66.7％）』が最も高く、『② 保健所・保健センターの子育て、栄養、歯科などの

相談（32.8％）』、『⑩ 学童クラブ（32.7％）』までが３割を超えている。 

また、「知らない」の割合は、『④ 教育センターの教育相談（57.6％）』、『⑭ 子ども発達支援センタ

ー ゆりのき（57.6％）』、『③ 中央区地域家庭教育推進協議会が開催する家庭教育学習会

（56.1％）』が５割を超えている。 

 

地域子育て支援事業の認知度・利用状況（①～⑭）（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っていて

利用したことがある

14.3 

32.8 

9.8 

9.4 

2.0 

4.6 

18.2 

9.8 

0.9 

32.7 

14.5 

66.7 

8.9 

8.8 

知っているが

利用したことはない

58.8 

47.7 

32.6 

31.7 

54.6 

52.6 

62.4 

64.7 

64.0 

63.2 

66.7 

30.2 

41.7 

32.3 

知らない

25.4 

18.2 

56.1 

57.6 

42.1 

41.5 

18.2 

24.3 

33.5 

3.2 

17.5 

2.7 

47.7 

57.6 

無回答

1.5 

1.4 

1.6 

1.2 

1.3 

1.3 

1.2 

1.2 

1.5 

0.8 

1.4 

0.3 

0.3 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,130)

① 子ども家庭支援センターの子育て相談

② 保健所・保健センターの子育て、栄養、

歯科などの相談

③ 中央区地域家庭教育推進協議会が

開催する家庭教育学習会

④ 教育センターの教育相談

⑤ トワイライトステイ

⑥ 子どもショートステイ

⑦ 病児・病後児保育

⑧ ファミリー・サポート・センター

⑨ 子どもほっとライン

⑩ 学童クラブ

⑪ 区に届け出した民間学童クラブ

⑫ 子どもの居場所「プレディ」

⑬ 子育てガイドブック

⑭ 子ども発達支援センター ゆりのき
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◆今後必要な時の利用意向 

今後必要な時の利用意向は、「⑫ 子どもの居場所「プレディ」（39.7％）」が最も高く、「⑩ 学童クラ

ブ（20.9％）」、「① 子ども家庭支援センターの子育て相談（16.7％）」が続いている。 

 

地域子育て支援事業の今後必要な時の利用意向（全体）：複数回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.7

15.3

10.6

15.1

11.0

11.9

14.0

14.2

6.1

20.9

14.6

39.7

6.9

31.2

0 20 40 60

① 子ども家庭支援センターの子育て相談

② 保健所・保健センターの子育て、栄養、歯科などの相談

③ 中央区地域家庭教育推進協議会が開催する家庭教育学習会

④ 教育センターの教育相談

⑤ トワイライトステイ

⑥ 子どもショートステイ

⑦ 病児・病後児保育

⑧ ファミリー・サポート・センター

⑨ 子どもほっとライン

⑩ 学童クラブ

⑪ 区に届け出した民間学童クラブ

⑫ 子どもの居場所「プレディ」

⑭ 子ども発達支援センター ゆりのき

無回答

全体(N=2,130)

（%）
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５ 病気やケガの際の対応 

（１）この１年間の子どもの病気やケガの経験の有無 
 

この１年間の子どもの病気やケガの経験の有無は、「あった」が 72.4％となっている。 

 

この１年間の子どもの病気やケガの経験の有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）病気やケガの場合の対処方法 
 

この１年間に子どもの病気やケガの経験があった人に、病気やケガの場合の対処方法をたずねたと

ころ、「母親が仕事を休んで子どもを看た（62.7％）」が最も高く、「父親が仕事を休んで子どもを看た

（28.8％）」、「父親または母親のうち就労していない方が子どもを看た（28.3％）」が続いている。 

 

病気やケガの場合の対処方法（全体）：複数回答 

＜この１年間に子どもの病気やケガの経験があった人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あった

72.4 

なかった

27.5 

無回答

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,130)

28.8

62.7

28.3

0.5

5.6

0.8

8.2

1.0

0 20 40 60 80

父親が仕事を休んで子どもを看た

母親が仕事を休んで子どもを看た

父親または母親のうち就労していない方が子どもを看た

区の病児・病後児保育を利用した

（同居者を含む）親族・知人に子どもを看てもらった

民間の訪問型病児保育サービス

（ベビーシッター等）を利用した

その他

無回答 全体(n=1,543)

（%）
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（３）区の病児・病後児保育の利用希望 
 

この１年間に子どもの病気やケガの経験があった人で、父親や母親が仕事を休んで子どもを看た人

に、区の病児・病後児保育の利用希望をたずねたところ、「できれば利用したいと思った」が 21.4％と

なっている。 

 

区の病児・病後児保育の利用希望（全体） 

＜この１年間に子どもの病気やケガの経験があった人で、父親や母親が仕事を休んで子どもを看た人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）区の病児・病後児保育を利用したいと思ったが利用しなかった理由 
 

この１年間に子どもの病気やケガの経験があった人で、父親や母親が仕事を休んで子どもを看た人

のうち区の病児・病後児保育をできれば利用したいと思った人に、利用しなかった理由をたずねたと

ころ、「利用手続きが煩雑で面倒である（47.1％）」が最も高く、「利用料・利用方法などシステムがよく

わからない（35.3％）」、「立地や利用可能時間、利用可能日数などが合わない（32.6％）」が続いてい

る。 

 

区の病児・病後児保育を利用したいと思ったが利用しなかった理由（全体）：複数回答 

＜父親や母親が仕事を休んで子どもを看た人のうち区の病児・病後児保育をできれば利用したいと思った人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できれば利用したいと思った

21.4 

利用したいとは思わなかった

77.9 

無回答

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=1,292)

17.6

6.3

32.6

47.1

9.5

35.3

29.9

19.9

1.4

0 20 40 60

病気の子どもを他人に看てもらうのは不安である

サービスの質に不安がある

立地や利用可能時間、利用可能日数などが合わない

利用手続きが煩雑で面倒である

利用料がかかる・高い

利用料・利用方法などシステムがよくわからない

定員が少なく当日預けられなかった

その他

無回答 全体(n=221)

（%）
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（５）区の病児・病後児保育を利用したいとは思わなかった理由 
 

この１年間に病気やケガの経験があった人で、父親や母親が仕事を休んで子どもを看た人のうち区

の病児・病後児保育を利用したいとは思わなかった人に、利用したいとは思わなかった理由をたずね

たところ、「病気のときは子どもの看病をしたい（44.5％）」が最も高く、「親が仕事を休んで対応でき

るので問題ない（38.5％）」、「利用手続きが煩雑で面倒である（35.2％）」が続いている。 

 

区の病児・病後児保育を利用したいと思ったが利用しなかった理由（全体）：複数回答 

＜父親や母親が仕事を休んで子どもを看た人のうち区の病児・病後児保育を利用したいとは思わなかった人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.5

30.6

7.7

16.0

35.2

10.2

23.0

23.6

38.5

14.0

0.7

0 20 40 60

病気のときは子どもの看病をしたい

病気の子どもを他人に看てもらうのは不安である

サービスの質に不安がある

立地や利用可能時間、利用可能日数などが合わない

利用手続きが煩雑で面倒である

利用料がかかる・高い

利用料・利用方法などシステムがよくわからない

定員が少なく当日預けられる保障がない

親が仕事を休んで対応できるので問題ない

その他

無回答
全体(n=806)

（%）
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６ 不定期の子育て支援事業の利用 

（１）この１年間に不定期に利用した事業 
 

この１年間に家族の通院、冠婚葬祭、就労などの目的で不定期に利用した事業は、「区の事業以外の

民間保育サービス(ベビーシッター等)（2.5％）」が最も高くなっている。「利用していない」は 93.0％

である。 

 

この１年間で家族の通院、冠婚葬祭、就労などの目的で不定期に利用した事業（全体）：複数回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）この１年間に不定期で事業を利用していない理由 
 

この１年間に家族の通院、冠婚葬祭、就労などの目的で不定期で事業を利用していない人に、不定

期で事業を利用していない理由をたずねたところ、「特に利用する必要がない（63.0％）」が最も高く、

「利用手続きが煩雑で面倒である（19.5％）」、「利用料・利用方法などシステムがよくわからない

（18.5％）」が続いている。 

 

不定期で事業を利用していない理由（全体）：複数回答 

＜この１年間で家族の通院、冠婚葬祭、就労などの目的で不定期で事業を利用していない人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.4

0.8

2.5

1.0

93.0

2.8

0 20 40 60 80 100

トワイライトステイ

ファミリー・サポート・センター

区の事業以外の民間保育サービス（ベビーシッター等）

その他

利用していない

無回答 全体(N=2,130)

（%）

16.8

63.0

5.6

5.7

14.3

9.2

19.5

6.2

18.5

5.0

0.2

0 20 40 60 80

事業があることを知らなかった

特に利用する必要がない

利用したい事業がない

サービスの質に不安がある

子どもが馴染むかどうか不安である

立地や利用可能時間、利用可能日数などが合わない

利用手続きが煩雑で面倒である

利用料がかかる・高い

利用料・利用方法などシステムがよくわからない

その他

無回答
全体(n=1,981)

（%）
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（３）一時的な預かり事業の利用希望 
 

◆一時的な預かり事業の利用希望 

家族の通院、冠婚葬祭、就労などの目的による一時的な預かり事業の利用希望は、「利用したい」が

28.4%となっている。 
 

一時的な預かり事業の利用希望（全体） 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

◆利用したい一時的な預かり事業 

家族の通院、冠婚葬祭、就労などの目的による一時的な預かり事業を利用したい人に、利用したい

一時的な預かり事業をたずねたところ、「ファミリー・サポート・センター」が 67.8％、「トワイライトステ

イ」が 52.6％となっている。 
 

利用したい一時的な預かり事業（全体）：複数回答 

＜一時的な預かり事業を利用したい人＞ 

 

 
 

 

 

 
 

 

◆一時的な預かり事業の利用目的 

家族の通院、冠婚葬祭、就労などの目的による一時的な預かり事業を利用したい人に、一時的な預

かり事業の利用目的をたずねたところ、「家族の通院（47.8％）」が最も高く、「冠婚葬祭、学校行事

（45.3％）」、「買物、趣味の活動、リフレッシュ目的（32.4％）」が続いている。 
 

一時的な預かり事業の利用目的（全体）：複数回答＜一時的な預かり事業を利用したい人＞ 

 

 

利用したい

28.4 

利用する必要はない

69.2 

無回答

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,130)

52.6

67.8

11.7

4.6

0 20 40 60 80

トワイライトステイ

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答
全体(n=605)

（%）

47.8

45.3

27.1

19.8

4.8

32.4

10.4

2.8

0 20 40 60

家族の通院

冠婚葬祭、学校行事

不定期の就労

親の勉強、資格取得

ボランティア、地域活動

買物、趣味の活動、リフレッシュ目的

その他

無回答
全体(n=605)

（%）
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（４）宿泊を伴う一時預かりの状況 
 

◆宿泊を伴う一時預かり等の必要性の有無 

この１年間に冠婚葬祭、家族の病気などによる宿泊を伴う一時預かり等の必要性の有無は、「あっ

た」が 9.0%となっている。 

 

宿泊を伴う一時預かり等の必要性の有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

◆宿泊を伴う一時預かりが必要となった場合の対処方法 

この１年間に冠婚葬祭、家族の病気などによる宿泊を伴う一時預かり等の必要性があった人に、対

処方法をたずねたところ、「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった（73.8％）」が最も高く、「子ど

もを同行させた（27.2％）」が続いている。 

 

対処方法（全体）：複数回答 

＜この１年間に冠婚葬祭、家族の病気などによる宿泊を伴う一時預かり等の必要性があった人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あった

9.0 

なかった

89.9 

無回答

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,130)

73.8

0.0

1.0

27.2

8.4

0.5

0 20 40 60 80

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

子どもショートステイを利用した

子どもショートステイ以外の保育事業

（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用した

子どもを同行させた

その他

無回答
全体(n=191)

（%）
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７ 放課後の過ごし方 

（1）平日の放課後の過ごし方 
 

小学校低学年（１～３年生）のお子さんがいる人の小学校低学年時の平日の放課後の過ごし方は、

「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など（民間の学童クラブ）を含む）（67.9％）」が最も高く、

「自宅（近所での友人との遊びを含む）（59.9％）」、「子どもの居場所「プレディ」（46.3％）」、「学童ク

ラブ（区で実施している事業）（23.4％）」が続いている。 

小学校高学年時の平日の放課後の過ごし方は、「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など

（民間の学童クラブ）を含む）（79.2％）」が最も高く、「自宅（近所での友人との遊びを含む）

（71.4％）」、「子どもの居場所「プレディ」（20.2％）」、「学校の放課後活動（ミニバスケットボールクラ

ブ等）など（19.0％）」が続いている。 

高学年のみでは、「自宅（近所での友人との遊びを含む）（81.8％）」が最も高く、「習い事（ピアノ教

室、サッカークラブ、学習塾など（民間の学童クラブ）を含む）（77.6％）」が続いている。 
 

小学校低学年時の平日の放課後の過ごし方（全体）：複数回答＜小学校低学年（１～３年生）のお子さんがいる人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校高学年時の平日の放課後の過ごし方（全体）：複数回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

59.9

4.3

23.4

11.5

46.3

14.5

0.8

11.1

67.9

6.7

0.1

0 20 40 60 80 100

自宅（近所での友人との遊びを含む）

祖父母宅や親戚宅

学童クラブ（区で実施している事業）

区に届け出した民間学童クラブ

子どもの居場所「プレディ」

児童館（区立）

ファミリー・サポート・センター

学校の放課後活動

（ミニバスケットボールクラブ等）など

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾など（民間の学童クラブ）を含む）

その他

無回答

全体(n=1,098)

（%）

71.4

3.5

11.5

5.4

20.2

12.3

0.3

19.0

79.2

4.7

1.3

81.8

3.6

5.3

2.4

9.6

9.0

0.2

12.8

77.6

5.0

0.5

0 20 40 60 80 100

自宅（近所での友人との遊びを含む）

祖父母宅や親戚宅

学童クラブ（区で実施している事業）

区に届け出した民間学童クラブ

子どもの居場所「プレディ」

児童館（区立）

ファミリー・サポート・センター

学校の放課後活動

（ミニバスケットボールクラブ等）など

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾など（民間の学童クラブ）を含む）

その他

無回答

全体（低学年も含む）(N=2,130)

高学年のみ(N=2,131)

（%）
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（２）学童クラブ等の利用希望時間帯 
 

学童クラブ、子どもの居場所「プレディ」、区に届け出した民間学童クラブの利用を希望する人（918

人）に、利用希望時間帯をたずねたところ、下校時から「18 時台まで（34.1％）」が最も多く、「19 時台

まで（26.1％）」、「17 時台まで（18.8％）」が続いている。 

 

学童クラブや子どもの居場所「プレディ」、区に届け出した民間学童クラブの利用希望時間帯（全体） 

＜学童クラブ、子どもの居場所「プレディ」、区に届け出した民間学童クラブの利用を希望する人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）土曜日、長期の休業期間中の学童クラブ等の利用意向 
 

学童クラブ、子どもの居場所「プレディ」、区に届け出した民間学童クラブの利用を希望する人に、土

曜日や長期の休業期間中の学童クラブや子どもの居場所「プレディ」、区に届け出した民間学童クラブ

の利用意向をたずねた。土曜日は、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 13.1％、「高学年（４～

６年生）になっても利用したい」が 19.9％、「利用する必要はない」が 60.1%となっている。長期の休

業期間中は、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 26.4％、「高学年（４～６年生）になっても利

用したい」が 62.4％、「利用する必要はない」が 4.8%となっている。 

 

土曜日、長期の休業期間中の学童クラブ等の利用意向（全体） 

＜学童クラブ、子どもの居場所「プレディ」、区に届け出した民間学童クラブの利用を希望する人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

低学年（１～３年生）

の間は利用したい

13.1 

26.4 

高学年（４～６年生）

になっても利用したい

19.9 

62.4 

利用する必要はない

60.1 

4.8 

無回答

6.9 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=918)

土曜日

夏休み・冬休みなどの

長期の休業期間中

0.2

0.3

1.5

6.2

18.8

34.1

26.1

7.7

2.0

2.9

0 10 20 30 40

13時台まで

14時台まで

15時台まで

16時台まで

17時台まで

18時台まで

19時台まで

20時台まで

21時以降まで

無回答

全体(n=918)

（%）
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（４）学童クラブを利用したい理由 
 

学童クラブの利用を希望する人に、学童クラブを利用したい理由をたずねたところ、「自宅に近い等、

便利だから（62.3％）」と「児童館全体を使って、のびのび遊ぶことができる（62.3％）」が同率で最も

高く、「施設・設備が充実している（44.6％）」が続いている。 
 

学童クラブを利用したい理由（全体）：複数回答＜学童クラブの利用を希望する人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（５）区に届け出した民間学童クラブを利用したい理由 
 

区に届け出した民間学童クラブの利用を希望する人に、「区に届け出した民間学童クラブ」を利用し

たい理由をたずねたところ、「学び、体験活動、行事が充実している（64.8％）」が最も高く、「習い事

との併用（中抜け）ができる（59.2％）」、「小学校までお迎えがあるから（53.1％）」が続いている。 
 

「区に届け出した民間学童クラブ」を利用したい理由（全体）：複数回答 

＜区に届け出した民間学童クラブの利用を希望する人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.3

22.4

34.9

33.5

28.0

7.8

44.6

62.3

31.9

26.9

12.2

3.0

0 20 40 60 80

自宅に近い等、便利だから

放課後の居場所として学童クラブ以外はよく知らないから

連絡帳などを使って保護者と職員のコミュニケーションが取れる

家庭的な雰囲気の中で過ごせる

他の学区域の友達と一緒になれる

保護者会や父母の会行事で他の保護者や職員と交流できる

施設・設備が充実している

児童館全体を使って、のびのび遊ぶことができる

児童館行事に参加しやすい

延長利用料以外に料金がかからないから

その他

無回答
全体(n=361)

（%）

38.0

53.1

19.6

7.8

19.6

59.2

64.8

24.0

43.0

39.7

49.2

4.5

3.9

0 20 40 60 80

自宅に近い等、便利だから

小学校までお迎えがあるから

連絡帳などを使って保護者と職員の

コミュニケーションが取れる

家庭的な雰囲気の中で過ごせる

他の学区域の友達と一緒になれる

習い事との併用（中抜け）ができる

学び、体験活動、行事が充実している

施設・設備が充実している

延長での預かり時間が長かったり、

悪天候や学級閉鎖児にも開所してくれる

有料でも温かい食事の提供がある

利用料金等がかかるが、メリットが大きいから

その他

無回答
全体(n=179)

（%）
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（６）子どもの居場所「プレディ」を利用したい理由 
 

子どもの居場所「プレディ」の利用を希望する人に、子どもの居場所「プレディ」を利用したい理由を

たずねたところ、「参加が自由（必要なときだけ参加できる）で、６年生まで継続して使える（73.1％）」

が最も高く、「自宅に近い等、便利だから（66.5％）」、「児童館で行う学童クラブと比べ、移動がなく安

全（45.2％）」が続いている。 

 

子どもの居場所「プレディ」を利用したい理由（全体）：複数回答 

＜子どもの居場所「プレディ」の利用を希望する人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66.5

45.2

73.1

17.7

31.8

29.2

18.5

9.8

2.7

0 20 40 60 80

自宅に近い等、便利だから

児童館で行う学童クラブと比べ、移動がなく安全

参加が自由（必要なときだけ参加できる）で、

６年生まで継続して使える

就労していないが、子どもの学習や遊びの環境

として良いと思う

兄弟やクラスの友達と一緒に通える

地域のサポーターによる行事や工作などの各種教室がある

学校の放課後活動（ミニバスケット、わんぱく相撲や

羽根つき大会の練習など）に参加しやすい

その他

無回答 全体(n=672)

（%）
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（７）子どもが放課後過ごす場所として重視していること 
 

子どもが放課後過ごす場所として重視していることは、「子どもが安全・安心に過ごせること

（91.3％）」が９割を超えて最も高く、「家や学校に近いこと（41.9％）」、「希望する時間に利用できる

こと（39.7％）」が続いている。 

 

子どもが放課後過ごす場所として重視していること：複数回答（3 つまで） 

 

 
91.3

16.9

39.7

25.3

12.5

1.6

2.7

1.0

2.7

24.5

18.3

3.7

1.7

14.8

2.1

41.9

1.5

2.9

0 20 40 60 80 100

子どもが安全・安心に過ごせること

充実した施設・設備があること

希望する時間に利用できること

スタッフ（職員等）が充実していること

子どもの遊び支援など日常活動が充実していること

異年齢（乳幼児から大人までとの）による活動が充実していること

行事や地域交流活動が充実していること

運営に関する子どもの参画がなされること

障害児等、配慮を要する子どもへの配慮がされていること

勉強ができる環境があること

屋外で遊べる環境があること

大勢で過ごせる環境があること

少人数で家庭的な雰囲気で過ごせる環境があること

落ち着いてリラックスできる環境があること

保護者と一緒に過ごせること

家や学校に近いこと

その他

無回答

全体(N=2,130)

（%）
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８ 地域における子育て 

（１）近所づきあいの程度 
 

近所づきあいの程度は、「あいさつする程度（43.2％）」が最も高く、「時々立ち話をする

（28.4％）」、「食事に行ったり、家族ぐるみでつきあっている（12.0％）」が続いている。 

平成 30 年調査と比較すると、令和５年調査では「あいさつする程度（32.3%→43.2％）」、「ほと

んどつきあいはない（2.9％→9.6％）」の割合が高くなっている。 

 

近所づきあいの程度（全体）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）期待する地域住民による子ども・子育て支援活動 
 

期待する地域住民による子ども・子育て支援活動は、「子どもの見守りをしてくれる活動

（49.4％）」が最も高く、「子どもにスポーツや勉強を教える活動（48.1％）」、「子どもと遊んでくれる

活動（26.2％）」、「不意の外出のときなどに子どもを預かる活動（25.4％）」が続いている。 

 

期待する地域住民による子ども・子育て支援活動（全体）：複数回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ

する程度

43.2 

32.3 

時々立ち話

をする

28.4 

33.0 

家に上がって

話をする

1.7 

2.1 

食事に行ったり、

家族ぐるみで

つきあっている

12.0 

15.2 

困っているときに

相談したり助け

合ったりしている

4.8 

10.0 

ほとんど

つきあいはない

9.6 

2.9 

無回答

0.3 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年

(N=2,130)

平成30年

(N=1,905)

18.4

18.1

25.4

26.2

48.1

13.9

49.4

19.1

2.8

10.8

0.8

0 20 40 60

子育てに関する悩みを気軽に相談できるような活動

子育て家庭の家事を支援する活動

不意の外出のときなどに子どもを預かる活動

子どもと遊んでくれる活動

子どもにスポーツや勉強を教える活動

子育てをする親同士で話ができる仲間づくりの活動

子どもの見守りをしてくれる活動

子育てに関連した情報を簡単に共有できるような活動

その他

特にない

無回答
全体(N=2,130)

（%）
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（３）地域住民による子ども・子育て支援活動に将来的に携わってもよいか 
 

地域住民による子ども・子育て支援活動に将来的に携わってもよいかたずねたところ、「すでに携

わっている」が4.7％、「ぜひ携わりたい」が6.0％、「携わってもよい」が47.8％であり、合計すると、

携わる意向がある人は 58.5％となっている。 

 

地域住民による子ども・子育て支援活動に将来的に携わってもよいか（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

９ 子育てに関する意識 

（１）子育てに関する情報の入手先 
 

子育てに関する情報の入手先は、「友人や知人（76.6％）」が最も高く、「インターネット（65.6％）」、

「学校（49.3％）」が続いている。「情報の入手先がわからない」は 0.7％となっている。 
 

子育てに関する情報の入手先（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すでに

携わっている

4.7 

ぜひ携わりたい

6.0 

携わってもよい

47.8 

携わりたくない

9.9 

わからない

28.2 

無回答

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,130)

35.7

76.6

16.7

5.8

49.3

5.0

22.6

1.2

8.4

2.3

1.5

0.4

65.6

25.2

6.7

3.6

0.7

1.3

0.2

0 20 40 60 80 100

祖父母・兄弟等の親族

友人や知人

近所の人

ＳＮＳで知り合った友人

学校

区役所や区の機関の窓口

「区のおしらせ ちゅうおう」やパンフレット

子ども家庭支援センター きらら中央

児童館

保健所・保健センター

子育てガイドブック

こどもすくすくナビ

インターネット

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌

その他

情報の入手先がわからない

情報を必要としていない

無回答

全体(N=2,130)

（%）
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（２）子育てに関してほしい情報 
 

子育てに関してほしい情報は、「子ども向けイベント情報（54.6％）」が最も高く、「地域の伝統行事

（祭り等）などの情報（39.1％）」、「公園などの遊び場の情報（31.5％）」、「医療機関情報（30.8％）」、

「学校の紹介・特徴（30.5％）」が続いている。 

平成 30 年調査においても上位２項目は同様で「子ども向けイベント情報（44.0％）」、「地域の伝統

行事（祭り等）の情報（平成 30 年：地域の祭り、イベントなどの情報）（39.2％）」であり、３位は「子ど

もの発達や育児、しつけについて（30.7％）」となっている。 

 

子育てに関してほしい情報（全体）：複数回答（３つまで）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.7

54.6

30.8

30.5

10.5

31.5

7.8

4.1

13.3

39.1

2.5

1.1

30.7

44.0

21.3

21.8

6.3

20.6

5.7

3.4

8.3

39.2

3.3

16.6

0 20 40 60 80

子どもの発達や育児、しつけについて

子ども向けイベント情報

医療機関情報

学校の紹介・特徴

経済的支援制度に関する情報

公園などの遊び場の情報

病気や障害に関する相談窓口

アレルギーのある子ども向けの情報

子育てに優しい、子育てしやすい住まいに関する情報

地域の伝統行事（祭り等）の情報

（平成30年：地域の祭り、イベントなどの情報）

その他

無回答

令和５年(N=2,130)

平成30年(N=1,905)

（%）
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（３）子育てをする上で足りていないと感じること 
 

子育てをする上で足りていないと感じることは、「子どもが思いきり体を動かして遊ぶ環境

（61.8％）」が最も高く、「子どもの自立を促す取組（32.3％）」、「子どもが十分に学習、勉強できる環

境（30.6％）」、「子どもが自由に遊ぶ時間（29.9％）」、「子どもたちが自分たちのことを自分たちで

決める機会（29.4％）」が続いている。 

 

子育てをする上で足りていないと感じること（全体）：複数回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.6

15.8

12.2

22.4

32.3

29.4

13.6

29.9

61.8

11.2

23.6

23.8

9.5

5.0

3.9

1.7

0 20 40 60 80

子どもが十分に学習、勉強できる環境

子どもが安全に生活できる環境

子どもにとって危険の無い生活

子どもが家族と過ごす時間

子どもの自立を促す取組

子どもたちが自分たちのことを自分たちで決める機会

子どもにとって充実した食生活

子どもが自由に遊ぶ時間

子どもが思いきり体を動かして遊ぶ環境

親子で過ごせる場所や講座、イベント

子どものゆとりある生活

保護者が自由に過ごせる時間

地域での支えあい

子育て経験者からのアドバイス

その他

無回答

全体(N=2,130)

（%）
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（４）普段のお子さんの関わりについて 
 

普段のお子さんの関わりについてたずねたところ、《当てはまる》（「とても当てはまる」と「まあ当て

はまる」の合計）の割合は、『① 子どものやりたいことをできるだけ尊重している（93.5％）』、『② 子

ども自身でできることは自分でさせている（85.7％）』、『⑦ 短い時間なら一人で留守番ができるよ

うに教えている（82.0％）』で高くなっている。一方、『⑧ 自分の目を離れている間、子どものことが

心配で仕方がない（37.6％）』、『⑤ 子どもと意見が違うときあなたの意見を優先させている

（45.3％）』で低くなっている。 

 

普段のお子さんの関わり（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とても当てはまる

28.4 

22.6 

9.8 

8.5 

2.1 

13.9 

39.4 

5.7 

まあ当てはまる

65.1 

63.1 

67.7 

56.9 

43.2 

46.6 

42.6 

31.9 

あまり

当てはまらない

5.9 

13.6 

21.5 

33.2 

50.1 

34.6 

10.9 

53.3 

まったく

当てはまらない

0.3 

0.3 

0.6 

1.1 

4.2 

4.5 

6.7 

8.8 

無回答

0.4 

0.3 

0.4 

0.4 

0.4 

0.4 

0.3 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,130)

① 子どものやりたいことを

できるだけ尊重している

② 子ども自身でできることは

自分でさせている

③ 子どもが問題に直面しても、

できるだけ本人に解決させている

④ 失敗することが分かっていても、

子どものやりたいようにやらせている

⑤ 子どもと意見が違うとき、

あなたの意見を優先させている

⑥ 子どもが友達と遊ぶ時間を

多く取れるようにしている

⑦ 短い時間なら一人で

留守番ができるように教えている

⑧ 自分の目を離れている間、

子どものことが心配で仕方ない
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（５）中央区は子育てしやすいまちか 
 

中央区は子育てしやすいまちかたずねたところ、「とてもしやすいまちだと思う」が 22.5％、「どち

らかといえば、しやすいまちだと思う」が 60.6％であり、合計した《しやすいまちだと思う》は 83.1％

となっている。「あまりしやすいまちだとは思わない」が 9.5％、「しやすいまちだとは思わない」が

3.9％であり、合計した《しやすいまちだとは思わない》は 13.4％となっている。 

平成30年調査と比較すると、令和５年調査では《しやすいまちだとは思わない（8.1％→13.4％）》

の割合が高くなっている。 

 

中央区は子育てしやすいまちか（全体）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）以前に比べ中央区の子育て環境は良くなったか 
 

以前に比べ中央区の子育て環境は良くなったかたずねたところ、「とても良くなったと思う」が

10.0％、「どちらかといえば良くなったと思う」が 32.9％であり、合計した《よくなったと思う》は

42.9％となっている。 

平成 30 年調査と比較すると、令和５年調査では、「あまり変わらない（26.7％→31.0％）」の割合

が高くなっている。 

 

以前に比べ中央区の子育て環境は良くなったか（全体）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とてもしやすい

まちだと思う

22.5 

29.3 

どちらかといえば、

しやすいまちだと思う

60.6 

57.3 

あまりしやすい

まちだとは思わない

9.5 

4.8 

しやすいまち

だとは思わない

3.9 

3.3 

わからない

3.3 

4.8 

無回答

0.2 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年

(N=2,130)

平成30年

(N=1,905)

とても良く

なったと思う

10.0 

11.3 

どちらかといえば

良くなったと思う

32.9 

32.9 

あまり

変わらない

31.0 

26.7 

どちらかといえば

悪くなったと思う

10.2 

16.4 

最近転入してきて

よくわからない

4.2 

4.1 

わからない

11.4 

7.8 

無回答

0.3 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年

(N=2,130)

平成30年

(N=1,905)
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（７）居住意向 
 

居住意向は、「ずっと住み続けたい（55.7％）」が最も高く、「子どもの小学校入学前まで住み続けた

い（17.7％）」、「子どもの中学校卒業まで住み続けたい（10.0％）」が続いている。 

 

居住意向（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

（８）子どもの多様な経験の状況 
 

子どもの多様な経験の状況は、「ある」の割合は、『⑥ 旅行（国内・海外）に行く（89.0％）』が最も高

く、『⑤ 遊園地やテーマパークへ行く（83.8％）』、『② 博物館・科学館・美術館に行く（78.2％）』が続

いている。 

「金銭的な理由でない」の割合も、『⑥ 旅行（国内・海外）に行く（2.5％）』が最も高くなっている。

「時間の制約でない」の割合は、『① 海水浴に行く（18.3％）』、『③ キャンプやバーベキューに行く

（15.3％）』で高くなっている。 

 

子どもの多様な経験の状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの

小学校卒業まで

住み続けたい

17.7 

子どもの

中学校卒業まで

住み続けたい

10.0 

子どもの高等

学校卒業まで

住み続けたい

7.2 

子どもの

大学卒業まで

住み続けたい

6.2 

ずっと住み

続けたい

55.7 

転出したい

2.7 

無回答

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,130)

ある

49.8 

78.2 

52.1 

69.5 

83.8 

89.0 

金銭的な理由でない

1.3 

0.5 

1.8 

1.9 

2.0 

2.5 

時間の制約でない

18.3 

8.7 

15.3 

8.6 

6.7 

4.7 

その他の理由でない

30.1 

12.1 

30.0 

19.4 

7.3 

3.6 

無回答

0.6 

0.5 

0.8 

0.6 

0.2 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,130)

① 海水浴に行く

② 博物館・科学館・

美術館などに行く

③ キャンプや

バーベキューに行く

④ スポーツ観戦

や劇場に行く

⑤ 遊園地や

テーマパークに行く

⑥ 旅行（国内・海外）

に行く
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（９）経済的な理由による困窮経験 
 

経済的な理由による困窮経験について、《あった》（「何度かあった」と「頻繁にあった」の合計）の割

合は、『② 必要な衣料が買えなかった（4.4％）』で最も高く、『① 必要な食料が買えなかった

（3.6％）』、『③ 電気料金の滞納（1.3％）』が続いている。 

経済的な理由による困窮経験の有無は、「ある」が 6.3％となっている。なお、困窮経験の①～⑦の

項目で、１つでも「何度かあった」と「頻繁にあった」と回答した人を「ある」としている。 

 

経済的な理由による困窮経験（全体）【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済的な理由による困窮経験の有無（全体） 

＜経済的な理由による困窮経験の①～⑦の項目で、１つでも「何度かあった」 

もしくは「頻繁にあった」と回答した人を「ある」としている＞ 

 

 

まったくない

96.2 

95.4 

98.5 

99.0 

98.8 

98.7 

98.6 

何度かあった

3.1 

3.6 

1.0 

0.6 

0.7 

0.8 

0.7 

頻繁にあった

0.5 

0.8 

0.3 

0.2 

0.2 

0.2 

0.4 

無回答

0.2 

0.2 

0.2 

0.2 

0.3 

0.2 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,130)

① 必要な食料が

買えなかった

② 必要な衣料が

買えなかった

③ 電気料金の滞納

④ 電話料金の滞納

⑤ ガス料金の滞納

⑥ 水道料金の滞納

⑦ 家賃や住宅ローン

の滞納

ある

6.3 

ない

93.4 

無回答

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=2,130)
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